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６ 同和問題について 

 

問 17 日本社会に「同和問題」「部落差別」と呼ばれる人権問題があることを知っていますか。（○

は１つだけ） 

日本社会に「同和問題」「部落差別」と呼ばれる人権問題があることを知っているかについては、

「知っている」が 57.4％と最も多く、次いで「知らない」が 35.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 性別クロス 

 日本社会に「同和問題」「部落差別」と呼ばれる人権問題があることを知っているかについて性

別でみると、最も回答の多かった「知っている」を選んだ 573人のうち、「男性」が 44.3％、「女性」

が 53.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 57.4%
知らない 35.5%

無回答 7.1%

全体（ｎ=998）

項目 度数 構成比

知っている 573 57.4%

知らない 354 35.5%

無回答 71 7.1%

合計 998 100.0%

44.3%

39.8%

42.3%

53.2%

57.6%

46.5% 7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている（n=573）

知らない（n=354）

無回答（n=71）

男性（n=425） 女性（n=542） その他（n=2） 答えたくない（n=12） 無回答（n=17）

項目（度数） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答 項目（構成比） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答

知っている 573 254 305 1 6 7 知っている 57.4% 44.3% 53.2% 0.2% 1.0% 1.2%

知らない 354 141 204 0 4 5 知らない 35.5% 39.8% 57.6% 0.0% 1.1% 1.4%

無回答 71 30 33 1 2 5 無回答 7.1% 42.3% 46.5% 1.4% 2.8% 7.0%

合計 998 425 542 2 12 17 合計
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問 17 年代別クロス 

 日本社会に「同和問題」「部落差別」と呼ばれる人権問題があることを知っているかについて年

代別でみると、最も回答の多かった「知っている」を選んだ 573人のうち、「60～69歳」が 26.9％

と最も多く、次いで「50～59歳」が 22.3％、「70歳～」が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.1%

9.6%

9.1%

11.6%

16.1%

14.4%

12.7%

22.3%

12.7%

16.9%

26.9%

23.7%

19.7%

19.4%

26.3%

40.8%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている（n＝573）

知らない（n＝354）

無回答（n＝71）

18～29歳（n=65） 30～39歳（n=95） 40～49歳（n=152） 50～59歳（n=185）

60～69歳（n=252） 70歳～（n=233） 無回答（n=16）

項目 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答 項目（構成比） 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答

知っている 573 29 52 92 128 154 111 7 知っている 57.4% 5.1% 9.1% 16.1% 22.3% 26.9% 19.4% 1.2%

知らない 354 34 41 51 45 84 93 6 知らない 35.5% 9.6% 11.6% 14.4% 12.7% 23.7% 26.3% 1.7%

無回答 71 2 2 9 12 14 29 3 無回答 7.1% 2.8% 2.8% 12.7% 16.9% 19.7% 40.8% 4.2%

合計 998 65 95 152 185 252 233 16 合計
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［問 17で「１．知っている」と回答した方に伺います。］ 

問 18 同和問題において、人権上問題があると思うことはどのようなことについてですか。（○は

いくつでも） 

同和問題において、人権上問題があると思うことについては、「結婚問題で周囲から反対を受け

る」が 55.8％と最も多く、次いで「差別的な発言」が 48.7％、「身元調査」が 40.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.8%

48.7%

40.1%

39.8%

32.5%

17.1%

16.8%

1.0%

8.7%

6.6%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

結婚問題で周囲から反対を受ける

差別的な発言

身元調査

就職時や職場における不利な扱い

つきあいや交際を避けられる

インターネット上の差別的な情報掲載

えせ同和行為

その他

わからない

同和問題について問題があると思うことは特にない

無回答
全体（ｎ=573）

項目 度数 比率

結婚問題で周囲から反対を受ける 320 55.8%

差別的な発言 279 48.7%

身元調査 230 40.1%

就職時や職場における不利な扱い 228 39.8%

つきあいや交際を避けられる 186 32.5%

インターネット上の差別的な情報掲載 98 17.1%

えせ同和行為 96 16.8%

その他 6 1.0%

わからない 50 8.7%

同和問題について問題があると思うことは特にない 38 6.6%

無回答 3 0.5%

回答者数 573

非該当 425

回答計 1534
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問 18 性別クロス 

 同和問題において、人権上問題があると思うことについて性別でみると、最も回答の多かった「結

婚問題で周囲から反対を受ける」を選んだ 320 人のうち、「男性」が 42.2％、「女性」が 55.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.2%

44.3%

41.3%

41.6%

40.3%

40.8%

60.4%

33.3%

48.0%

47.4%

66.7%

55.3%

53.1%

56.5%

55.9%

55.9%

56.1%

37.5%

66.7%

46.0%

50.0%

33.3%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚問題で周囲から反対を受ける

（n=320）

就職時や職場における不利な扱い

（n=228）

身元調査（n=230）

差別的な発言（n=279）

つきあいや交際を避けられる（n=186）

インターネット上の差別的な情報掲載

（n=98）

えせ同和行為（n=96）

その他（n=6）

わからない（n=50）

同和問題について問題があると思うこ

とは特にない（n=38）

無回答（n=3）

男性（n=254） 女性（n=305） その他（n=1） 答えたくない（n=6） 無回答（n=7）

項目（度数） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答 項目（比率） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答

結婚問題で周囲から反対を受ける 320 135 177 0 5 3 結婚問題で周囲から反対を受ける 20.9% 42.2% 55.3% 0.0% 1.6% 0.9%

就職時や職場における不利な扱い 228 101 121 0 2 4 就職時や職場における不利な扱い 14.9% 44.3% 53.1% 0.0% 0.9% 1.8%

身元調査 230 95 130 0 3 2 身元調査 15.0% 41.3% 56.5% 0.0% 1.3% 0.9%

差別的な発言 279 116 156 0 4 3 差別的な発言 18.2% 41.6% 55.9% 0.0% 1.4% 1.1%

つきあいや交際を避けられる 186 75 104 0 4 3 つきあいや交際を避けられる 12.1% 40.3% 55.9% 0.0% 2.2% 1.6%

インターネット上の差別的な情報掲載 98 40 55 0 2 1 インターネット上の差別的な情報掲載 6.4% 40.8% 56.1% 0.0% 2.0% 1.0%

えせ同和行為* 96 58 36 0 1 1 えせ同和行為* 6.3% 60.4% 37.5% 0.0% 1.0% 1.0%

その他 6 2 4 0 0 0 その他 0.4% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

わからない 50 24 23 1 0 2 わからない 3.3% 48.0% 46.0% 2.0% 0.0% 4.0%

同和問題について問題があると思うことは
特にない

38 18 19 0 0 1
同和問題について問題があると思うことは
特にない

2.5% 47.4% 50.0% 0.0% 0.0% 2.6%

無回答 3 2 1 0 0 0 無回答 0.2% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

回答者数 573 254 305 1 6 7 回答者数

非該当 425 171 237 1 6 10 非該当

回答計 1534 666 826 1 21 20 回答計
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問 18 年代別クロス 

 同和問題において、人権上問題があると思うことについて年代別でみると、最も回答の多かった

「結婚問題で周囲から反対を受ける」を選んだ 320 人のうち、「60～69 歳」が 27.2％と最も多く、

次いで「50～59歳」が 24.4％、「70歳～」が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答 項目（比率） 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答

結婚問題で周囲から反対を受ける 320 15 30 52 78 87 55 3 結婚問題で周囲から反対を受ける 20.9% 4.7% 9.4% 16.3% 24.4% 27.2% 17.2% 0.9%

就職時や職場における不利な扱い 228 15 22 38 61 58 31 3 就職時や職場における不利な扱い 14.9% 6.6% 9.6% 16.7% 26.8% 25.4% 13.6% 1.3%

身元調査 230 8 19 32 51 62 54 4 身元調査 15.0% 3.5% 8.3% 13.9% 22.2% 27.0% 23.5% 1.7%

差別的な発言 279 19 29 48 65 65 49 4 差別的な発言 18.2% 6.8% 10.4% 17.2% 23.3% 23.3% 17.6% 1.4%

つきあいや交際を避けられる 186 11 17 27 46 48 34 3 つきあいや交際を避けられる 12.1% 5.9% 9.1% 14.5% 24.7% 25.8% 18.3% 1.6%

インターネット上の差別的な情報掲載 98 7 6 20 26 19 18 2 インターネット上の差別的な情報掲載 6.4% 7.1% 6.1% 20.4% 26.5% 19.4% 18.4% 2.0%

えせ同和行為 96 4 9 18 25 20 19 1 えせ同和行為 6.3% 4.2% 9.4% 18.8% 26.0% 20.8% 19.8% 1.0%

その他 6 0 0 0 2 3 1 0 その他 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 50.0% 16.7% 0.0%

わからない 50 1 3 8 12 18 7 1 わからない 3.3% 2.0% 6.0% 16.0% 24.0% 36.0% 14.0% 2.0%

同和問題について問題があると思うことは
特にない

38 1 1 4 9 11 11 1
同和問題について問題があると思うことは
特にない

2.5% 2.6% 2.6% 10.5% 23.7% 28.9% 28.9% 2.6%

無回答 3 1 0 0 1 1 0 0 無回答 0.2% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0%

回答者数 573 29 52 92 128 154 111 7 回答者数

非該当 425 36 43 60 57 98 122 9 非該当

回答計 1534 82 136 247 376 392 279 22 回答計

4.7%

6.6%

3.5%

6.8%

5.9%

7.1%

4.2%

33.3%

9.4%

9.6%

8.3%

10.4%

9.1%

6.1%

9.4%

6.0%

16.3%

16.7%

13.9%

17.2%

14.5%

20.4%

18.8%

16.0%

10.5%

24.4%

26.8%

22.2%

23.3%

24.7%

26.5%

26.0%

33.3%

24.0%

23.7%

33.3%

27.2%

25.4%

27.0%

23.3%

25.8%

19.4%

20.8%

50.0%

36.0%

28.9%

33.3%

17.2%

13.6%

23.5%

17.6%

18.3%

18.4%

19.8%

16.7%

14.0%

28.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚問題で周囲から

反対を受ける（n＝320）

就職時や職場における

不利な扱い（n＝228）

身元調査（n＝230）

差別的な発言（n＝279）

つきあいや交際を避けられ

る（n＝186）

インターネット上の差別的な情

報掲載（n＝98）

えせ同和行為（n＝96）

その他（n＝6）

わからない（n＝50）

同和問題について問題があると

思うことは特にない（n＝38）

無回答（n＝3）

18～29歳（n=65） 30～39歳（n=95） 40～49歳（n=152） 50～59歳（n=185）

60～69歳（n=252） 70歳～（n=233） 無回答（n=16）
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［問 17で「１．知っている」と回答した方に伺います。］ 

問 19 同和問題を解決するためには、どのようなことが必要だと思いますか。特に必要だと思うも

のを選んでください。（○は３つまで） 

同和問題を解決するために必要だと思うことについては、「同和問題について、市民一人ひとり

が理解と認識を深める」が 54.3％と最も多く、次いで「同和問題に関する学校教育、社会教育の充

実」が 52.2％、「差別をしたり、差別を営利目的等に使ったりするものを法律で処罰する」が 35.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.3%

52.2%

35.1%

26.5%

20.1%

2.4%

8.6%

3.3%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

同和問題について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

同和問題に関する学校教育、社会教育の充実

差別をしたり、差別を営利目的等に使ったりするものを法律

で処罰する

同和問題についての相談・支援体制の充実

同和問題に関する啓発活動の充実

その他

わからない

同和問題を解決するために必要だと思うことは特にない

無回答 全体（ｎ=573）

項目 度数 比率

同和問題について、市民一人ひとりが理解と認識を深める 311 54.3%

同和問題に関する学校教育、社会教育の充実 299 52.2%

差別をしたり、差別を営利目的等に使ったりするものを法律で処罰する 201 35.1%

同和問題についての相談・支援体制の充実 152 26.5%

同和問題に関する啓発活動の充実 115 20.1%

その他 14 2.4%

わからない 49 8.6%

同和問題を解決するために必要だと思うことは特にない 19 3.3%

無回答 13 2.3%

回答者数 573

非該当 425

回答計 1173
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問 19 性別クロス 

 同和問題を解決するために必要だと思うことについて性別でみると、最も回答の多かった「同和

問題について、市民一人ひとりが理解と認識を深める」を選んだ 311人のうち、「男性」が 44.4％、

「女性」が 52.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.4%

42.5%

48.3%

51.3%

43.4%

42.9%

40.8%

57.9%

30.8%

52.4%

55.9%

49.3%

47.8%

54.6%

57.1%

57.1%

36.8%

69.2%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同和問題について、市民一人ひとりが理解と

認識を深める（n=311）

同和問題に関する学校教育、社会教育の充実

（n=299）

差別をしたり、差別を営利目的等に使ったり

するものを法律で処罰する（n=201）

同和問題に関する啓発活動の充実（n=115）

同和問題についての相談・支援体制の充実

（n=152）

その他（n=14）

わからない（n=49）

同和問題を解決するために必要だと思うこと

は特にない（n=19）

無回答（n=13）

男性（n=254） 女性（n=305） その他（n=1） 答えたくない（n=6） 無回答（n=7）

項目（度数） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答 項目（比率） 全体 男性 女性 その他
答えたく
ない

無回答

同和問題について、市民一人ひとりが理解
と認識を深める

311 138 163 0 5 5
同和問題について、市民一人ひとりが理解
と認識を深める

26.5% 44.4% 52.4% 0.0% 1.6% 1.6%

同和問題に関する学校教育、社会教育の
充実

299 127 167 0 2 3
同和問題に関する学校教育、社会教育の
充実

25.5% 42.5% 55.9% 0.0% 0.7% 1.0%

差別をしたり、差別を営利目的等に使ったり
するものを法律で処罰する

201 97 99 0 3 2
差別をしたり、差別を営利目的等に使ったり
するものを法律で処罰する

17.1% 48.3% 49.3% 0.0% 1.5% 1.0%

同和問題に関する啓発活動の充実 115 59 55 0 0 1 同和問題に関する啓発活動の充実 9.8% 51.3% 47.8% 0.0% 0.0% 0.9%

同和問題についての相談・支援体制の充
実

152 66 83 1 2 0
同和問題についての相談・支援体制の充
実

13.0% 43.4% 54.6% 0.7% 1.3% 0.0%

その他 14 6 8 0 0 0 その他 1.2% 42.9% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0%

わからない 49 20 28 0 0 1 わからない 4.2% 40.8% 57.1% 0.0% 0.0% 2.0%

同和問題を解決するために必要だと思うこ
とは特にない

19 11 7 0 0 1
同和問題を解決するために必要だと思うこ
とは特にない

1.6% 57.9% 36.8% 0.0% 0.0% 5.3%

無回答 13 4 9 0 0 0 無回答 1.1% 30.8% 69.2% 0.0% 0.0% 0.0%

回答者数 573 254 305 1 6 7 回答者数

非該当 425 171 237 1 6 10 非該当

回答計 1173 528 619 1 12 13 回答計
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問 19 年代別クロス 

 同和問題を解決するために必要だと思うことについて年代別でみると、最も回答の多かった「同

和問題について、市民一人ひとりが理解と認識を深める」を選んだ 311人のうち、「60～69歳」が

25.1％と最も多く、次いで「70歳～」が 23.2％、「50～59歳」が 22.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答 項目（比率） 全体
18～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳～ 無回答

同和問題について、市民一人ひとりが理解
と認識を深める

311 11 28 47 70 78 72 5
同和問題について、市民一人ひとりが理解
と認識を深める

26.5% 3.5% 9.0% 15.1% 22.5% 25.1% 23.2% 1.6%

同和問題に関する学校教育、社会教育の
充実

299 15 23 51 72 88 47 3
同和問題に関する学校教育、社会教育の
充実

25.5% 5.0% 7.7% 17.1% 24.1% 29.4% 15.7% 1.0%

差別をしたり、差別を営利目的等に使ったり
するものを法律で処罰する

201 12 22 38 48 44 35 2
差別をしたり、差別を営利目的等に使ったり
するものを法律で処罰する

17.1% 6.0% 10.9% 18.9% 23.9% 21.9% 17.4% 1.0%

同和問題に関する啓発活動の充実 115 5 5 12 18 40 35 0 同和問題に関する啓発活動の充実 9.8% 4.3% 4.3% 10.4% 15.7% 34.8% 30.4% 0.0%

同和問題についての相談・支援体制の充
実

152 7 9 19 40 40 36 1
同和問題についての相談・支援体制の充
実

13.0% 4.6% 5.9% 12.5% 26.3% 26.3% 23.7% 0.7%

その他 14 0 0 3 5 5 1 0 その他 1.2% 0.0% 0.0% 21.4% 35.7% 35.7% 7.1% 0.0%

わからない 49 2 5 10 12 13 6 1 わからない 4.2% 4.1% 10.2% 20.4% 24.5% 26.5% 12.2% 2.0%

同和問題を解決するために必要だと思うこ
とは特にない

19 1 2 1 1 7 6 1
同和問題を解決するために必要だと思うこ
とは特にない

1.6% 5.3% 10.5% 5.3% 5.3% 36.8% 31.6% 5.3%

無回答 13 1 0 2 2 4 4 0 無回答 1.1% 7.7% 0.0% 15.4% 15.4% 30.8% 30.8% 0.0%

回答者数 573 29 52 92 128 154 111 7 回答者数

非該当 425 36 43 60 57 98 122 9 非該当

回答計 1173 54 94 183 268 319 242 13 回答計
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同和問題について、市民一

人ひとりが理解と認識を深める

（n＝311）

同和問題に関する学校教育、社会

教育の充実（n＝299）

差別をしたり、差別を営利目的等

に使ったりするものを法律で処罰

する（n＝201）

同和問題に関する啓発活動の充実

（n＝115）

同和問題についての相談・支援体

制の充実（n＝152）

その他（n＝14）

わからない（n＝49）

同和問題を解決するために必要だ

と思うことは特にない（n＝19）

無回答（n＝13）

18～29歳（n=65） 30～39歳（n=95） 40～49歳（n=152） 50～59歳（n=185）

60～69歳（n=252） 70歳～（n=233） 無回答（n=16）


